
年間授業計画

大泉桜高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目　
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

70

○ ○ 1

合計

1

３
学
期

A人の一生と家族・家庭及び福祉
（子ども）
【知識及び技能】
・子どもの身体の成長・発達について大まかな
流れと特徴を学ぶ
・子どもを産み育てる意義と人間形成の過程に
ついて考える。
【学びに向かう力、人間性等】
・子育てにおける社会環境、仕事と子育てが両
立できる環境について考える。
A人の一生と家族・家庭及び福祉（高齢者）
【知識及び技能】・高齢社会の現状、心身の変
化と課題について学習する。
【思考力、判断力、表現力】・高齢者介護につ
いて、簡単な介助について体得する。
【学びに向かう力、人間性等】・介護保険制度
について学び、自身の居住エリアのサービス・
施設などを調査する。

・講義、実習、個人での活動、グループワー
ク、考察、発表などを行い、指導目標につい
て指導する。
・教科書、プリント、実習物等を教材とする

・誕生から幼児期までの子どもの身体の発達について理解す
る。
・生命の尊さ、子育ての意義について理解することが出来
る。
・家庭・集団保育の重要性を理解し、子どもが健やかに育つ
ためにどのような社会的な環境が整えられているのか理解で
きる。

・統計により、現在の高齢化の進む社会について理解するこ
とができる。加齢に伴う心身の変化や特徴について理解でき
る。
・ボディメカニクスについて理解し、簡単な介助をすること
ができる。
・介護保険のしくみを理解し、自身のこと、家族のことと結
びつけながら考えようとしている。

○ ○

定期考査
○

○ 12

【学びに向かう力、人間性等】・家庭基礎の１
年間の学習を生かして自分らしい生活を設計す
る

・レポート ・家庭基礎の１年間の学習を振り返り、自分らしい生活設計
を立てることができる。 ○ ○ ○ 5

10

B衣食住の生活の自立と設計（住生活）
【知識及び技能・思考力、判断力、表現力】
・一人暮らしの部屋探しを通して平面図の読み
取り・快適な室内環境について学習し、自身の
住まいについて表現する。
【学びに向かう力、人間性等】・環境に配慮し
た住まいづくりについて学習する。

・講義、実習、個人での活動、グループワー
ク、考察、発表などを行い、指導目標につい
て指導する。
・教科書、プリント、実習物等を教材とする

・平面図を読み取ることができ、健康的な住まい環境におけ
る基本的な知識が身についている。自身の住まいについて考
えることができる。
・地域社会とのかかわりも含めて、よりよい住環境とは何か
を理解できる。

○ ○ ○ 6

○ ○ 10

B衣食住の生活の自立と設計（食生活）
【知識及び技能】・５大栄養素と水について学
習し、体とのつながりについて考える。
【思考力、判断力、表現力】・食べることと健
康のかかわり、現代の食生活と問題点について
学習する。・食中毒・食品表示の学習を通して
食品衛生と安全について学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】・健康な生活を
営むために何をどれだけ食べればよいか献立作
成を通して学習する。
【知識及び技能・思考力、判断力、表現力】・
調理の一連の流れを実践し、その理論やコツを
学習する。

・講義、実習、個人での活動、グループワー
ク、考察、発表などを行い、指導目標につい
て指導する。
・教科書、プリント、実習物等を教材とする

・５大栄養素と水について体の中での働きを科学的な視点を
もって知識を深めようとしている。

・自分の食生活について振り返り課題を見つけ、改善に向
け積極的に取り組もうとしている。
・食中毒・食品添加物等について学び適切な食品選び衛生管
理ができる。
・食事摂取基準・食品群別摂取量のめやすを利用しながら自
分・家族の食事計画・献立作成ができる。

・調理実習において効率について判断しながら積極的に
取り組むことができる

〇 〇 〇

２
学
期

C持続可能な消費生活・環境
【知識及び技能】・家計の構成（収入・支出）
を学習する。・様々な契約や主体的な消費行動
について学習する。
【思考力、判断力、表現力】近年の消費者問題
を捉え、他者に対して注意点を発信することが
できる。【学びに向かう力、人間性等】・持続
可能な社会に向けて自らの行動や選択を見つめ
なおす。

・講義、実習、個人での活動、グループワー
ク、考察、発表などを行い、指導目標につい
て指導する。
・教科書、プリント、実習物等を教材とする

・家計の構成、収入と支出の種類と特徴がわかる。
・契約の基本的なしくみを理解し、さまざまな支払方法や問
題のある販売方法を理解する。
・様々な消費者問題（悪質商法・多重債務）を理解し、他者
に対して被害に合わないよう情報発信することができる。
・実際の生活において、環境に配慮した消費行動をとること
ができる。

○ ○

B衣食住の生活の自立と設計（衣生活）
【知識及び技能】・簡単な小物製作を通して手
縫いの基礎を体得する。
【思考力、判断力、表現力】・人と衣服のかか
わりや衣服の機能について学習する
【学びに向かう力、人間性等】・衣服の入手、
管理から処分までの流れを学習し、環境へ配慮
した衣生活について考える。

・講義、実習、個人での活動、グループワー
ク、考察、発表などを行い、指導目標につい
て指導する。
・教科書、プリント、実習物等を教材とする

・手縫いの基礎を身につけ、簡単な衣服の修繕が出来る

・自然環境と衣服との関わり、社会環境と衣服の関係から衣
服が持つ機能を理解する。

・衣服の入手、管理から処分までの流れを理解し、環境に配
慮した衣生活を営むことができる

○

○

定期考査 ○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

A人の一生と家族・家庭及び福祉
【知識及び技能】・ライフステージごとの発達
課題やライフイベントについて理解する。
・家族に関する法律を知り、その理念や現在の
動きについて学習する。
【思考力、判断力、表現力】
・青年期の生き方について自立の観点から学習
する。
【学びに向かう力、人間性等】
・男女参画社会の推進について理解する。
（家事労働・職業労働）

・講義、実習、個人での活動、グループワー
ク、考察、発表などを行い、指導目標につい
て指導する。
・教科書、プリント、実習物等を教材とする

・各ライフステージごとの発達課題について理解し、それぞ
れの発達段階で起こり得るライフイベントを関連させて理解
することが出来る。
・民法改正について理解し、法律と自分のかかわりについて
理解する。
・自分自身の生活を見つめ、自立に向けて課題を発見し、将
来の発達課題とも関わらせ自身の将来について思考・判断す
ることが出来る。
・男女参画社会など現在の社会状況について興味を持って知
ろうとする態度がある。

〇 〇 〇 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

18

定期考査 〇 〇 〇 1

自立した生活者として必要な衣・食・住生活
及び消費生活・環境についての知識を実践を
通して身につけるとともに他世代（子ども期・高
齢期）についても知識を得て他世代への理解を深
める。

生活の中のあらゆる場面で問題点を見いだし
解決策を構想し、実践する。その後の振り返りで
考察したことを根拠に基づいて論理的に表現する
などし、課題を解決する力を身につける。

生活におけるあらゆる分野について、課題の解決
に主体的に取り組んだり、振り返って改善した
り、よりよい社会の構築に向けて地域社会に参画
しようとしている。

（1組：a三田　b津田）（2組：a三田　b津田）（3組：a三田　b津田）（4組：a三田　b津田）（5組：a三田　b津田）

家基７０７　図説　家庭基礎　（実教出版）

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】人の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、生活に関する知識を得、それらに関わる技能を身につける。

生涯を通して生活の問題点の解決策を構想し実践する。根拠を論理的に表現するなどし、課題解決できる力を身につける。

家庭 　家庭基礎
家庭 　家庭基礎 2

生活のあらゆる分野について、主体的に課題解決に取り組み主体的に地域社会に参画する態度を養う。

　家庭基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】


